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上淀白鳳の丘展示館
今年４月にリニューアルオープン。
古代寺院の金堂内部を原寸大で復元
し、堂内に仏教壁画や本尊の釈迦如来
像を展示しています。
また、上淀廃寺跡から出土した日本最
古級の仏教壁画の実物や絵画土器で有
名な角田遺跡の絵画土器なども観るこ
とができます。
（上淀白鳳の丘展示館／☎ 56－2271）



秋の文化祭秋の文化祭
米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

行 事 名 連 絡 先 日 程
☆米子人生大学　人形に想いをこめて―きずな ☎２３－５４４４ 8/22 ㈪
常声会　第10回「声楽の夕べ」 ☎３４－３０５３ 8/27 ㈯
ゴスペルオーブ　10th ジョイフルコンサート ☎ 090-7130-6251 8/28 ㈰
☆米子人生大学　楽しい演奏とはなし ☎２３－５４４４ 9/5 ㈪
米子市民劇場９月例会　劇団1980 公演　「あゝ東京行進曲」 ☎３３－８６９５ 9/20 ㈫
第62回米子邦楽と舞踊の会 ☎２２－２８３８ 9/25 ㈰
米子労音第５回例会　「ドビュッシー弦楽四重奏団」 ☎３４－３１７３ 9/27 ㈫
☆米子人生大学　邪馬台国山陰説～古代日本の中心は山陰地方だった～ ☎２３－５４４４ 10/3 ㈪
☆米子市文化ホール開館20周年記念事業　「チェン　ミン　二胡コンサート」 ☎３５－４１７１ 10/9 ㈰
☆平成23年度文化庁優秀映画鑑賞推進事業　米子なつかしの名画劇場 ☎３５－４１７１ 10/12 ㈬～13㈭
米子労音第６回例会　「カレファックス　リード　クインテット」 ☎３４－３１７３ 11/1 ㈫
結成30周年記念　米子マンドリンオーケストラ　第26回定期演奏会 ☎３３－３３２１ 11/12 ㈯
山陰少年少女合唱団リトルフェニックス　第７回定期演奏会 ☎３３－７３０４ 11/20 ㈰
鳥取県西部合唱連合　ふれあいコンサート ☎２３－３８０７ 11/27 ㈰
米子市民劇場11月例会　劇団文化座公演「てけれっつのぱ」 ☎３３－８６９５ 11/28 ㈪～ 29㈫
☆公民館ふれあい発表会 ☎２３－５４４２ 12/7 ㈬～ 9㈮

米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）
行 事 名 連 絡 先 日 程

☆第25回よどえ町民音楽祭 ☎５６－３２２２ 9/11 ㈰
☆よどえ夢まつり協賛事業　こども夢広場 ☎３９－４０５０ 10/23 ㈰

そ の 他 の 会 場
行 事 名 連 絡 先 日 程

米子シネマクラブ第78回例会 「フェアウェル　さらば、哀しみのスパイ」 ビッグシップ ☎２３－１５４６ 8/21 ㈰
☆伯耆・秋の手づくりまつり 児童文化センター ☎３８－６４９７ 9/23 ㈮㈷
米子こども劇場第180回例会　「こまのおっちゃんのこまのサーカス」 ふれあいの里 ☎３２－３８４７ 9/24 ㈯
第49回米子俳句大会 ふれあいの里 ☎３３－７８６７ 10/2 ㈰
演劇集団あり　第101回公演　恋愛戯曲 ビッグシップ ☎２９－２６１５ 10/2 ㈰
第47回白珠山陰支社短歌大会 ふれあいの里 ☎３３－６７５１ 10/4 ㈫
第49回米子市合同短歌祭 ふれあいの里 ☎２９－３００７ 10/9 ㈰
M3カルチャー第４回作品展＆発表会 M3カルチャースクエア ☎３４－２３７７ 10/15 ㈯～ 16㈰
2011 平和コンサート 児童文化センター ☎３５－５１２３ 10/16 ㈰
米子シネマクラブ第79回例会 ビッグシップ ☎２３－１５４６ 10/16 ㈰
諸流合同いけばな展 米子天満屋 ☎２２－７８３３ 10/20 ㈭～ 25㈫
健身太極拳交流大会 県立武道館 ☎４２－４４４４ 10/23 ㈰
米子茶道連盟　合同茶会 寺町界隈 ☎３３－７３３６ 11/3 ㈭㈷
人形劇団いとぐるま「ふれあい公演」 心身障がい者福祉センター ☎２９－６１５５ 11/6 ㈰
秋季情脈短歌会米子支部会 ホテルアジェンダ ☎３４－１７９１ 11/13 ㈰
第40回レインボージャズオーケストラ定期演奏会 ビッグシップ ☎090-6834-1868 11/23 ㈬㈷
アトリエYuri の仲間たち 丸京庵 ☎２４－５９６１ 11/30 ㈬～ 12/5 ㈪
〈日中友好〉太極拳まつり 米子産業体育館 ☎３２－４８６８ 12/11 ㈰
米子シネマクラブ第80回例会 ビッグシップ ☎２３－１５４６ 12/11 ㈰
ゴスペルオーブ　クリスマスコンサート 米子天満屋 ☎ 090-7130-6251 12/18 ㈰
第39回米子西高等学校吹奏楽部定期演奏会 ビッグシップ ☎２２－７４２１ 12/28 ㈬

『第９回とりアート（鳥取県総合芸術文化祭）』参加事業



第67回　米子市第67回　米子市
米子市美術館（☎３４－２４２４）

行 事 名 連 絡 先 日 程
第42回美術集団ゼム作品展 ☎６６－３５２０

９/2㈮～ 6㈫第27回米子写真倶楽部作品展 ☎３４－０７５６
第52回チャーチル会米子作品展 ☎２９－４０１８
☆米子市美術館常設展Ⅰ　屏風の美 ☎３４－２４２４ ９/4㈰～ 10/2 ㈰
児童生徒条幅展 ☎２７－０４２１ ９/9㈮～ 13㈫
第15回ビスターレ絵画作品展 ☎２９－４０１８

9/16 ㈮～ 20㈫鳥取県陶芸の集い ☎３３－２８２６
第１回白鳥版画同好会作品展 ☎３４－５８１４
第25回米子工芸会展 ☎２７－５６６５

9/23 ㈮㈷～ 27㈫第42回写真集団ゼロ写真展 ☎２７－０１１３
フォトクラブピノキオ写真展 ☎３３－８６８８
水曜展 ☎３３－６５０３

9/30 ㈮～ 10/4 ㈫第33回龍心書道展 ☎２２－５７６７
第47回かこう会作品展 ☎２９－５３９７
☆第55回鳥取県美術展覧会（県展）※米子会場 ☎３４－２４２４ 10/8 ㈯～ 17㈪
第41回米子ちぎり絵水星会展 ☎６８－３８２６

10/21 ㈮～ 25㈫彩りの時間（とき）に ☎２７－５６６５
第13回創元会鳥取支部展 ☎３１－２０６７
黒ばら会米子木彫会合同展 ☎３２－７５０６

10/28 ㈮～ 11/1 ㈫
第38回米子墨彩会水墨画展 ☎３２－４３６３
第71回米子美術家協会作品展 ☎６６－３５２０
日本芸術人形協会作品展 ☎３３－１１３３
☆米子市美術館常設展Ⅱ　生誕110年記念　収蔵品による笹鹿彪展 ☎３４－２４２４ 10/30 ㈰～ 11/27 ㈰
米子市写真家協会展 ☎３４－１４０８

11/4 ㈮～ 8㈫
サークル "Ｕ" 展 ☎３２－０６４０
'11 山陰新協米子展 ☎２７－１８６３
全日本写真連盟米子支部第34回作品展 ☎４５－０４７３
押し花展（撫風花＆ 3サークル） ☎２９－８４９４

11/11 ㈮～ 15㈫
日本報道写真連盟鳥取県支部合同展 ☎２９－０２０６
第34回フォトきゃらぼく写真展 ☎２２－４３０１
第32回皓墨会水墨画作品展 ☎３２－７２７１
ニードルポイントの世界 ☎２９－５４０３
麗山書院展 ☎090-8064-7869

11/18 ㈮～ 22㈫
米子地区書道連盟展 ☎２２－７５９０
麓人展 ☎３３－６５０３

11/25 ㈮～ 29㈫中美展 ☎（0858）58-2014
デジカメサークル「Shutter」写真展 ☎２９－５０８１

☆印は米子市教育委員会の主催事業です。
■問い合わせ　米子市教育委員会事務局　文化課
　　　　　　　（米子市東町 161－２　☎２３－５４３６　Ｅメール…bunka@city.yonago.lg.jp）
　　　　　　　ホームページアドレス　http://www.city.yonago.lg.jp/10432htm

平成23年度



お盆に湊山公園で
うら盆精霊送りと灯ろう流し

■と き　16日（火）午後５時～９時
■ところ　湊山公園

▼当日は供物を承りますが、塔婆・仏
具・提灯や缶・ビンなどの持出しはご
遠慮ください。
■問い合わせ　米子市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎２３－５４９０）

環
境
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

悲
惨
な
核
戦
争
と
核
兵
器
の
廃
絶
を

さ
さ
竹
や
供
え
物
は
指
定

の
場
所
に

　

七
夕
祭
り
の
さ
さ
竹
や
精

霊
送
り
の
供
え
物
は
、
絶
対

に
川
な
ど
に
捨
て
な
い
で
、

各
地
区
指
定
の
場
所
に
持
ち

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
七
夕
の
さ
さ
竹

・
宇う

け気
河か

わ
ぐ
ち口

神
社
（
内
町
）
は
、

７
日
㈰
中
に

・
各
地
区
指
定
の

場
所
は
、
８
日
㈪

の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に

◆
精
霊
送
り
の
供
え
物

・
湊
山
公
園
は
、
16
日
㈫
の
午

後
５
時
か
ら
９
時
ま
で
に

・
口
陰
田
川
端
、
西
大
谷
橋
先
、

上
後
藤
庵
寺
跡
、
長
砂
町
（
旧

清
掃
課
前
）
は
、
16
日
㈫
の

夜
に

・
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
16

日
㈫
の
午
前
８
時
30
分
ま
で

に・
淀
江
地
区
は
別
途
回
覧
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

　

盆
前
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
住
ま
い
の
区
域
の
担
当
業

者
に
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課

（
☎
23
―
５
３
０
０
）

浄
化
槽
の
点
検
を

　

夏
は
、
浄
化
槽
の
臭
気
が

強
く
な
る
季
節
で
す
。
浄
化

槽
の
点
検
を
怠
る
と
、
地
域

の
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検

と
清
掃
を
定
期
的
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
浄
化
槽
設
置
者
は
、

保
守
点
検
と
清
掃
の
ほ
か
に

も
、
年
に
１
回
、
水
質
に
関

す
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
西

部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局

（
☎
31
―
９
３
５
１
）

　

米
子
市
は
、
悲
惨
な
核
戦
争

に
人
々
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め
、
平
成

18
年
３
月
の
市
議
会
議
決
に
よ

り
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え

る
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

広
島
、
長
崎
の
悲
劇
を
絶
対

に
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
全
世
界

に
向
け
て
核
戦
争
、
核
兵
器
の

廃
絶
を
訴
え
ま
し
ょ
う
。

◆
平
和
へ
の
祈
り
　
黙
と
う
を

　

広
島
、
長
崎
両
市
の
原
爆
死

没
者
の
霊
を
慰
め
、
恒
久
平
和

を
願
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
や
職
場
で
、
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
ょ
う
。

【
黙
と
う
の
時
間
】

広
島
市
…
６
日
㈯
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
分
間

長
崎
市
…
９
日
㈫
午
前
11
時
２

分
か
ら
１
分
間

◆
原
爆
パ
ネ
ル
展

５
日
㈮
～
12
日
㈮

市
役
所
１
階　

市
民
コ
ー
ナ
ー

※
原
爆
パ
ネ
ル
の
貸
出
し
を
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
務
管
財
課
☎

23
―
５
３
３
１
）
ま
で
。

米子駅前地下駐車場をご利用ください！
　これからの季節、お出かけのご予定も多いと思います。駅
周辺やＪＲ、高速バスなどでお出か
けの際は、ぜひ駅前地下駐車場をご
利用ください。
例えばこんなとき…里帰りのお子さん、お孫さんのお迎えに！
（30分以内無料）／ JR境港「鬼太郎列車」を米子駅（ねず
み男駅）から利用！／松江水郷祭の花火を JRで！
■問い合わせ　建設企画課（☎２３－５５２９）
　　　　　　　地下駐車場管理事務所（☎３１－２０２２）

非
核
平
和
都
市
宣
言

　

真
の
恒
久
平
和
は
、
私
た
ち

人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
世
界
各
地
で
今
な

お
紛
争
が
絶
え
ず
、
依
然
と
し

て
軍
備
の
拡
大
が
続
け
ら
れ
、

世
界
平
和
に
深
刻
な
脅
威
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
、
世
界

中
の
人
々
が
等
し
く
憂
え
て
い

ま
す
。

　

我
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の

核
被
爆
国
と
し
て
、
再
び
あ
の

広
島
、
長
崎
の
惨
禍
を
繰
り
返

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
本
国
憲
法
の
恒
久
平
和
主
義

の
理
念
を
市
民
生
活
の
中
に
生

か
し
、
継
承
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
米
子
市
は
、

核
兵
器
を
持
た
ず
、
つ
く
ら
ず
、

持
ち
込
ま
せ
ず
と
い
う
非
核
三

原
則
の
完
全
実
施
と
、
す
べ
て

の
核
兵
器
の
廃
絶
を
全
世
界
に

向
か
っ
て
訴
え
る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
「
非
核
平
和
都
市
」
を

宣
言
し
ま
す
。

（
平
成
18
年
３
月
28
日
議
決
）



地
デ
ジ
移
行
に
伴
い

不
要
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
の
処
分 

不
要
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
は

リ
サ
イ
ク
ル
へ

　

テ
レ
ビ
は
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
品
目
で
あ

る
た
め
、メ
ー
カ
ー

が
回
収･

リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
収
集
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
み

置
場
に
持
ち
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
を
処
分
す
る
際
は
、
家

電
小
売
店
（
購
入
店
・
買
い
換
え

す
る
店
等
）
に
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
（
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
と
収
集
運
搬
料
金
が
必
要
で

す
）。
指
定
さ
れ
て
い
る
引
取
場
所

へ
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。（
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
で
す
。）

　

く
わ
し
く
は
、
ご
み
分
別
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
の
21
ペ
ー
ジ
の
「
家

電
４
品
目
」
の
処
分
方
法
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

環
境
政
策
課

　
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
気

温
の
高
い
日

が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ

ま
す
。
熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は
…
高
温
多
湿
な
環
境
下

で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
調
整
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体

内
に
熱
が
た
ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量

の
発
汗
、
更
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感

な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る

と
意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
法
…
「
水
分
補
給
」

と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切

で
す

・
こ
ま
め
な
水
分
、
塩
分
の
補
給

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温

度
調
整

・
日
傘
や
帽
子
の
着
用

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
に
よ
る
体
の
冷
却　

な
ど

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置
は
…

・
涼
し
い
場
所
へ
退
避
さ
せ
る

・
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す

・
水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る

■
健
康
対
策
課

　
（
☎
23
―
５
４
５
２
）

北
公
園
墓
地
・
南
公
園
墓
地
行
き
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　

今
年
は
、
盆
の
時
期
に
北
公

園
墓
地
行
き
臨
時
バ
ス
を
試
験

的
に
運
行
し
ま
す
。
米
子
駅
発

着
で
大
変
便
利
な
バ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
墓
参
り
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
南
公
園
墓
地
行
き
の

臨
時
バ
ス
も
例
年
通
り
運
行
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
運
行
期
間

　

８
月
13
日
～
15
日

▼
主
な
停
留
所
の
み
記
載
し
て

　

い
ま
す
。

▼
運
行
は
日
ノ
丸
バ
ス
で
す
。

▼
交
通
事
情
等
に
よ
り
遅
れ
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

建
設
企
画
課

　
（
☎
23
―
５
５
２
９
）

北公園墓地行き臨時バス時刻表
北公園墓地行き
米子駅 市役所前 後藤駅入口 旗ヶ崎 北斗学校前 北公園墓地
9:00 9 :05 9 :10 9 :14 9 :19 9 :21
10:50 10:55 11:00 11:04 11:09 11:11
13:10 13:15 13:20 13:24 13:29 13:31
14:50 14:55 15:00 15:04 15:09 15:11
16:40 16:45 16:50 16:54 16:59 17:01
18:20 18:25 18:30 18:34 18:39 18:41
※北公園墓地以外では降車できません。ご注意ください。

米子駅行き
北公園墓地 北斗学校前 旗ヶ崎 後藤駅入口 市役所前 米子駅
10:00 10:02 10:08 10:12 10:17 10:21
11:50 11:52 11:58 12:02 12:07 12:11
14:10 14:12 14:18 14:22 14:27 14:31
15:50 15:52 15:58 16:02 16:07 16:11
17:40 17:42 17:48 17:52 17:57 18:01
19:20 19:22 19:28 19:32 19:37 19:41
※北公園墓地以外では乗車できません。ご注意ください。

南公園墓地行き臨時バス時刻表
南公園墓地行き
祇園町車庫 市役所前 高島屋前 米子駅 美 吉 公園墓地
9:00 9 :04 9 :05 9 :10 9 :13 9 :17
10:40 10:44 10:45 10:50 10:53 10:57
13:20 13:24 13:25 13:30 13:33 13:37
15:00 15:04 15:05 15:10 15:13 15:17
16:30 16:34 16:35 16:40 16:43 16:47
18:13 18:17 18:18 18:23 18:26 18:30

市内方面　祇園町車庫行き
公園墓地 美 吉 米子駅 高島屋前 市役所前 祇園町車庫
10:17 10:21 10:24 10:29 10:30 10:34
11:57 12:01 12:04 12:09 12:10 12:14
14:37 14:41 14:44 14:49 14:50 14:54
16:10 16:14 16:17 16:22 16:23 16:27
17:40 17:44 17:47 17:52 17:53 17:57
19:30 19:34 19:37 19:42 19:43 19:47



後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

は
届
き
ま
し
た
か

　

平
成
23
年
７
月
31
日
で
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
一
斉
に
更

新
し
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ

く
新
し
い
保
険
証
は
、
安
全
・

確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、
７

月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送

付
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
保
険
証
が
ま
だ
届
い

て
い
な
い
方
は
、
期
限
切
れ
の

古
い
も
の
を
ご
持
参
の
上
、
保

険
年
金
課
の
窓
口
で
受
け
取
っ

て
い
た
だ
く
か
、
保
険
年
金
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
は
届
き
ま
し
た
か

　

平
成
23
年
７
月
31
日
で
70
～

74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
対
象
と
し
た
高
齢
受
給

者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
た

め
、
一
斉
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
利
用
し
て
い
た

だ
く
新
し
い
受
給
者
証
は
、

７
月
下
旬
に
普
通
郵
便
で
送

付
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
受
給
者
証
が
ま
だ

届
い
て
い
な
い
方
は
、
期
限

切
れ
の
古
い
も
の
を
ご
持
参

の
上
、
保
険
年
金
課
の
窓
口

で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
か
、

保
険
年
金
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
、
受
給
者

証
が
届
い
た
ら
、
記
載
内
容

を
確
認
し
た
後
、
古
い
保
険

証
あ
る
い
は
受
給
者
証
は
、

各
世
帯
で
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

　

保
険
証
に
は
個
人
情
報
が

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
破
棄

す
る
際
は
、
内
容
が
読
み
取

れ
な
い
よ
う
に
切
断
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

（
☎
23
―
５
１
２
２
）

新
し
い
保
険
証
、

受
給
者
証
は
届
き
ま
し
た
か
？

　

平
成
23
年
度　

特
別
医
療
費

受
給
資
格
証
の
更
新
を
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
市
役

所
本
庁
舎
１
階
保
険
年
金
課
６

番
窓
口
ま
た
は
、
淀
江
支
所　

地
域
生
活
課
ま
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
重
度
心
身
障
が
い
者
の
方
（
青
色

の
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
「
重
度

心
身
等
」
の
方
）

▼
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
（
コ
ピ
ー

は
不
可
）

・
健
康
保
険
証

・
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
障
害
者
手
帳

・
印
章
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

な
お
、
被
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険

の
場
合
は
、
世
帯
主
）
の
印
章
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・
領
収
証
（
７
月
以
降
に
医
療
機
関

で
お
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る
場
合
、

医
療
費
の
払
い
戻
し
手
続
き
が
出
来

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

・
平
成
23
年
１
月
１
日
に
米
子
市
に

住
民
登
録
が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
所
得
制
限
の
た
め
、
特
別
医
療
費

受
給
資
格
を
喪
失
し
、
平
成
22
年
中

の
所
得
状
況
に
変
動
が
あ
っ
た
方
は
、

受
給
資
格
を
再
取
得
出
来
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
、
日
、
祝
日
は
閉
庁
日
の
た
め
、

更
新
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
代
理
の
方
で
も
更
新
手
続
き
は
出

来
ま
す
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
（
青
色
の
特

別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
「
ひ
と
り

親
家
庭
」
の
欄
に
○
の
あ
る
方
）

▼
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
（
コ
ピ
ー

は
不
可
）

・
健
康
保
険
証
（
受
給
者
全
員
分
）

・
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

・
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
遺
族
年
金

証
書
、
障
害
年
金
証
書
ま
た
は
、
各

種
年
金
証
書

・
印
章
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

　

な
お
、
被
保
険
者
（
国
民
健
康
保

険
の
場
合
は
、
世
帯
主
）
の
印
章
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
領
収
証
（
７
月
以
降
に
医
療
機
関

で
お
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る
場
合
、

医
療
費
の
払
い
戻
し
手
続
き
が
出
来

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
平
成
23
年
１
月
１
日
に
米
子
市
に

住
民
登
録
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
長
発
行
の
所
得
課

税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
平
成
23
年
４
月
か
ら
制
度
改
正
に
よ

り
、
お
子
さ
ん
の
資
格
証
の
区
分
を
小

児
と
し
て
発
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者（
黄

色
の
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
方
）

▼
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
（
コ
ピ
ー
は

不
可
）

・
健
康
保
険
証

・
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
領
収
証
（
医
療
機
関
で
お
支
払
い
を

さ
れ
て
い
る
場
合
、
医
療
費
の
払
い
戻

し
手
続
き
が
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

※
平
成
23
年
１
月
１
日
に
米
子
市
に
住

民
登
録
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
前
住

所
地
の
市
町
村
長
発
行
の
所
得
課
税
証

明
書
が
必
要
で
す
。

■
く
わ
し
く
は
、
保
険
年
金
課
医
療
給

付
係
（
☎
23
―
５
１
２
３
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
４
月
か
ら
小
児
の
特
別
医
療
費
助
成

対
象
が
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
ま
だ
、
特
別
医
療
費
受
給
資

格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
請
が
必

要
で
す
の
で
上
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か



平
成
23
年
米
子
市
成
人
式

日
時　

平
成
24
年
１
月
３
日
㈫

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

会
場
　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
（
原
則
と
し
て
、
平
成

23
年
11
月
１
日
現
在
、
米
子
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
）

＊
案
内
状
に
つ
い
て
は
文
末
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

米
子
市
成
人
式
は
、
新
成
人
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
に
よ
る
「
米
子
市
成

人
式
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な
る
よ

う
、
手
づ
く
り
で
式
典
の
企
画
・
運

営
全
般
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

人
生
の
晴
れ
舞
台
を
忘
れ
が
た

い
も
の
に
し
た

い
方
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。

や
る
気
の
あ
る

新
成
人
の
方
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格　

平
成
24
年
成
人
式
対

象
者
（
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
で
、

平
日
の
午
後
７
時
頃
か
ら
数
回
行

な
う
予
定
の
実
行
委
員
会
に
参
加

可
能
な
方
。

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
電
話
申
込
み
ま
た
は
、

直
接
、
生
涯
学
習
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

記
念
感
想
文
募
集

　
「
二
十
歳
に
な
っ
て
」、「
感
謝
の
気

持
ち
」、「
私
の
夢
」、「
米
子
市
民
と

し
て
」
な
ど
、
タ
イ
ト
ル
は
問
い
ま

せ
ん
。
新
成
人
と
し
て
感
じ
る
こ
と

や
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。
入
賞
の
方
に
は
賞
品

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

字
数　

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚

程
度
ま
で

締
切
　
平
成
23
年
11
月
４
日
㈮
必
着

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

成
人
式
の
案
内
状
は
、
本
年
11

月
１
日
現
在
を
基
準
と
し
て
、
米

子
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
つ

い
て
作
成
す
る
予
定
で
す
が
、
学

生
ま
た
は
就
職
な
ど
で
市
外
に
転

出
し
た
方
、
平
成
23
年
11
月
１
日

以
降
に
転
出･

転
入
す
る
予
定
の

方
、
ま
た
、
以
前
、
米
子
市
に
住

ん
で
い
た
が
、
実
家
ご
と
転
出
し

た
方
は
、
別
途
お
申
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
広

報
よ
な
ご
11
月
号
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
住
民
登
録
を
移
さ
れ

た
方
の
お
申
込
み
受
付
は
、
11
月

１
日
か
ら
、
ま
た
案
内
状
の
発
送

は
12
月
中
旬
頃
の
予
定
で
す
。）

宛
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
683
―
８
６
８
６　

米
子
市
東

町
161
―
２　

米
子
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

成
人
式
実
行
委
員
募
集
宛
／
記

念
感
想
文
募
集
宛

☎
23
―
５
４
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
４
１
４

Ｅ
メ
ー
ル
…

shogaku@
city.yonago.lg.jp

成
人
式
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
・

記
念
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

成
人
式
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
・

記
念
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

米子市緑と花の街づくり基金緑化活動支援事業で補助金を交付する団体が決まりました!!
　緑化活動支援事業の補助金交付を希望する団体を募集したところ 11団体の応募があり、今回募集した団体数以内でした
が、審査の結果、応募があった全ての団体に補助金を交付することを決定しました。
■補助金交付団体（申込順）
○草花緑化活動コース（募集：10団体、応募：９団体）

交付決定団体名 活動場所 活動内容 活動期間
春日花と緑の会 春日公民館他 植物栽培講習会開催、鉢物交換会、展示会等 H23.6 ～ H23.12
大高花いっぱいボランティアの会 大高公民館 公民館周辺の美化活動 H23.11.1～H23.12.10
富益地区花いっぱいの
街づくり推進の会 富益公民館 公民館周辺の花を植栽したプランターや交

差点の花壇整備 H23.7.15 ～ H24.3.30

緑ヶ丘グリーンハイツ自治会 緑ヶ丘グリーンハイツ公園、
コミュニティプラザ玄関前

花壇草取、花植え、プランター花植え、水
やり H23.6.26 ～ H23.9.30

サポート永江 永江公民館・永江ロータリー 花苗のプランター植栽、公民館、バス停等配置 H23.7.10～H23.11.11
車尾地区緑化推進の会 車尾公民館 プランター花苗植付、公民館等玄関前花壇整備 H23.7.1 ～ H23.11.30
住吉地区緑化推進の会 住吉公民館 プランターへの夏季用花苗の植付 H23.6.20 ～ H23.7.30
西皆生ファーム実行委員会 西皆生ファーム団地内 ファーム他団地内に花、野菜など栽培 etc. H23.6.1 ～ H23.11.30
宇田川を美しくする会 宇田川分館 公民館入口花壇の花苗の植付 H23.9.1 ～ H23.11.30

○樹木緑化活動コース（募集：２団体、応募：２団体）
法勝寺町自治会 本通り東町線沿い アーケード撤去後の商店街の緑化活動 H23.7.1 ～ H24.3.31
御建長寿会 河崎公民館 公民館敷地内の景観と緑化活動 H23.11.1～H23.12.10
■これからの予定　今年の秋から来年の春先にかけての緑化活動を、追加して支援を予定しています。
■問合せ　維持管理課（☎２３－５２４９）　



市
役
所
の
組
織
機
構
を

改
正
し
ま
し
た

　

米
子
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
受
け
、
現
行
の
地
域
防

災
体
制
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

中
、
本
市
の
地
域
防
災
体
制
を
更

に
充
実
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

よ
り
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
23
年
７
月
１
日
付
け
で
組
織
機

構
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

行
政
機
構
改
正
の
概
要

総
務
部
　

防
災
安
全
課
内
に

「
危
機
管
理
室
」
を
新
設

　

総
務
部　
防
災
安
全
課
内
に
、

本
市
の
危
機
管
理
に
対
応
す
る
た

め
に
、
新
た
に
「
危
機
管
理
室
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
現
行
の

「
防
災
安
全
係
」
の
名
称
を
「
地

域
安
全
係
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
防
災
安
全
課

（
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）

▼
危
機
管
理
室

　
（
☎
23
―
５
３
２
８
）

▼
地
域
安
全
係

　
（
☎
23
―
５
３
３
７
）

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
な
う
技

術
者
を
派
遣

　

木
造
住
宅
の
所
有
者
で
耐
震
診
断
を

希
望
さ
れ
る
方
へ
、
耐
震
診
断
を
行
な

う
技
術
者
（
民
間
建
築
士
）
を
派
遣
し

ま
す
。
派
遣
・
耐
震
診
断
費
用
は
米
子

市
が
負
担
し
ま
す
。

▼
対
象
建
物

・
木
造
の
一
戸
建
て
住
宅（
店
舗
等
を

兼
ね
る
も
の
は
、
店
舗
等
の
床
面
積
が

延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
未
満
）

・
昭
和
25
年
11
月
23
日
か
ら
昭
和
56
年

５
月
31
日
の
間
に
建
築
さ
れ
た
も
の

・
延
べ
床
面
積
が
200
㎡
以
下

・
住
宅
の
構
法
が
、
在
来
軸
組
構
法
、

枠
組
壁
構
法
の
い
ず
れ
か

▼
受
付
期
間　

１
日
㈪
～
31
日
㈬

▼
募
集
戸
数　

10
戸

（
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
、
受
付
期
間
中
に
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
と
き
は
、
９
月
１
日
㈭
以
降
先
着

順
で
受
付
し
ま
す
。）

■
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
設
計
、
耐
震

改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
助
成

　

耐
震
診
断
を
実
施
さ
れ
る
住
宅
お
よ

び
建
築
物
の
所
有
者
、
な
ら
び
に
耐
震

改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
さ

れ
る
一
戸
建
て
住
宅
の
所
有
者
の
方
に

対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
物

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
建
物
。

・
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
は
、

次
の
２
つ
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

①
一
戸
建
て
の
住
宅
（
店
舗
等
を
兼
ね

る
も
の
は
、
店
舗
等
の
床
面
積
が
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
未
満
）

②
耐
震
診
断
に
よ
り
、
地
震
に
対
し
て

倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

【
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
設
計
】　

診
断

ま
た
は
設
計
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の

２
以
内

【
耐
震
改
修
工
事
】　

改
修
工
事
に
か
か

る
費
用
の
33
％
以
内
ま
た
は
43
％
以
内

※
床
面
積
な
ど
の
要
件
に
よ
り
上
限
が

あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

１
日
㈪
～
31
日
㈬

▼
募
集
件
数

○
耐
震
診
断
（
一
戸
建
て
住
宅
）・
耐
震

改
修
設
計･･･

各
２
戸

○
耐
震
改
修
工
事･･･

３
戸

○
耐
震
診
断
（
一
戸
建
て
住
宅
以
外
）

･･･

１
棟

※
募
集
件
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
、
受
付
期
間
中
に
募
集
件
数
に
満
た

な
い
と
き
は
、
９
月
１
日
㈭
以
降
先
着

順
で
受
付
し
ま
す
。

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
な
ど
は
建
築
指

導
課
に
あ
り
ま
す
。
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
築
指
導
課

（
☎
23
―
５
２
３
６
）

住
宅
等
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
を
応
援
し
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
「
ポ

プ
ラ
」
と
防
災
協
定
を
締
結

　

米
子
市
は
、
去

る
６
月
３
日
に
、

株
式
会
社
ポ
プ
ラ

と
防
災
協
定
を
調

印
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
に
よ
り
、

災
害
時
、
株
式
会

社
ポ
プ
ラ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
、
必
要
と
な
る
生
活
関
連

物
資
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災

啓
発
活
動
や
防

災
訓
練
に
も
協

力
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
７
）

米
子
空
港
で
「
米
子
市
フ
ェ
ア

～
よ
う
来
て
ご
し
な
っ
た
～
」

　
「
ポ
プ
ラ
」
米
子
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
店
の
ご
協
力
に
よ
り
、
店

舗
内
に
米
子
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

米
子
市
内
で
加
工
さ
れ
た
食
品

な
ど
、
米
子
ゆ
か
り
の
地
域
産

品
が
８
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、

米
子
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
「
ポ

プ
ラ
」
に
並
び
ま
す
。

　

米
子
空
港
ご
利
用
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

経
済
戦
略
課
（
☎
23
―
５
２
２
４
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア「
ポ
プ
ラ
」

に
米
子
市
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　

防
災
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け

に
、
米
子
市
内
10
店
舗
と
米
子
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
店
、
計
11
店
舗
に

お
い
て
、「
広
報
よ
な
ご
」
な
ど
、

米
子
市
の
広
報
物
を
配
布
す
る
専

用
棚
を
８
月
か
ら
順
次
設
置
し
ま

す
。

問
合
せ

秘
書
広
報
課

（
☎
23
―
５
３
７
２
）

そ
の
ほ
か
、

こ
こ
に
あ
り
ま
す
「
広
報
よ
な
ご
」

▼
デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

い
し
か
わ
夜
見
店
、
イ
オ
ン
米
子
駅

前
店
、
デ
リ
メ
イ
ク
花
園
店
、
八
光

ス
ト
ア
上
後
藤
店
、
Ｈ
Ｏ
Ｋ
（
安
倍

店
・
皆
生
店
・
昭
和
町
店
）、
ホ
ー

プ
タ
ウ
ン
、
丸
合
（
皆
生
店
・
河
崎

店
・
五
千
石
店
・
成
実
店
・
東
福
原

店
・
三
柳
店
・
米
子
南
店
）、
み
の
か

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
や
よ

い
デ
パ
ー
ト
、
ユ
ニ
サ
ン
（
安
倍
店
・

錦
海
店
）、
米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋
、

米
子
高
島
屋

▼
市
内
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

▼
市
内
公
共
施
設

市
役
所
総
合
案
内 

、
淀
江
支
所
、
行

政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
米
子

市
公
会
堂
内
）、
ふ
れ
あ
い
の
里
、
公

民
館
な
ど



米子市文化ホール運営委員会委員募集
 文化ホール・公会堂・淀江文化センターで実施する事業について市民の皆さんのご意見をいただくため、委員を募集します。
■公募人数・応募資格　２人・平成23年８月１日現在、満20歳以上で、市内にお住まいか、通勤・通学している方
応募方法  応募の動機、文化ホール・公会堂・淀江文化センターの事業について思うことを 800字程度にまとめ、住所、氏名、
年齢、電話番号を明記のうえ、文化課（市役所第２庁舎３階）に直接お持ちいただくか、郵送、E メールなどでご応募ください。
※提出された書類は返却いたしませんので、ご了承ください。
■応募締切　31日（水）必着
選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問合せ　〒683－8686　東町 161－２　教育委員会文化課（☎２３－５４３７・E メール…bunka@city.yonago.lg.jp

児童文化センター運営委員会
委員募集中

　米子市児童文化センターの運営計画を協議するための運営
委員会委員を募集しています。
　検討委員会は、今回公募する委員のほか、青少年関係団体、
学識経験者の代表者など、14名で構成します。
■公募人数　２人
■応募資格　平成23年７月11日現在、満20歳以上で、市内
にお住まいか、通勤・通学している方
■任 期　平成23年９月１日～平成25年８月31日
■会 議　２時間程度の会議を年２回程度開催予定
■応募方法　「子どもに関わる大人を増やすために米子市児
童文化センターにできること」について800字程度にまとめ、
所定の応募用紙を同封の上、生涯学習課（第２庁舎３階）に
直接お持ちいただくか、郵送でご応募ください。
応募用紙は、生涯学習課窓口、児童文化センターにあります。
また、米子市ホームページからダウンロードできます。
※提出された書類は返却いたしませんので、ご了承ください。
■応募締切　12日（金）必着
選考方法　応募書類をもとに、書類選考します。
■応募・問合せ　〒683－8686　東町 161－２　教育委員会
生涯学習課（☎２３－５４４４）

指定管理者候補者選定委員会
委員募集中

　市が設置する公の施設の管理を行わせる指定管理者の
選定にあたり、市民の皆さんのご意見をいただくため、
米子市指定管理者候補者選定委員会の委員を募集してい
ます。
■公募人数　１人
■応募資格　平成23年７月１日現在、満20歳以上で、市
内にお住まいか、通勤・通学している方
■任 期　２年
■会 議　３時間程度の会議を年４回程度開催
■応募方法　委員に応募する理由・動機について 400字
から 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号
を明記のうえ、総務管財課（本庁舎３階）に直接お持ち
いただくか、郵送、Ｅメールなどでご応募ください。なお、
応募書類には、必ず「選定委員応募」と明記してください。
※提出された書類は返却いたしませんので、ご了承くだ
さい。
■応募締切　25日（木）（郵送の場合、当日消印有効）
■応募・問合せ
〒683－8686　加茂町１－１　米子市役所　総務管財課

（☎２３－５３２３、 E メール…somu@city.yonago.lg.jp）

　

米
子
市
で
は
、
ま
ち
な
か

居
住
を
推
進
す
る
た
め
、
ま

ち
な
か
居
住
に
適
し
た
住
宅

や
住
宅
用
地
の
情
報
を
「
よ

な
ご
・
か
え
る
通
信
Ｗ
Ｅ
Ｂ

（h
ttp

://w
w

w
.yo

n
a

g
o

-
kaeru.jp/

）」
で
発
信
し
て

い
ま
す
。
情
報
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
、
掲
載
す
る
空

家
や
空
き
地
の
情
報
を
探
し

て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
な

か
に
空
家
や
空
き
地
を
お
持

ち
の
方
で
、
中
古
住
宅
や
住

宅
用
地
と
し
て
提
供
さ
れ
る

意
思
を
お
持
ち
の
場
合
、
下

記
連
絡
先
ま
で
ご
一
報
下
さ

い
。

注
意
事
項

※
賃
貸
、
売
買
は
問
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
業
者
扱
い
物
件

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
具
体
的
な
ご
相
談
に
つ
き

ま
し
て
は
、
情
報
発
信
業
務

の
委
託
先
に
よ
る
対
応
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
対
象
区
域
は
、
中
心
市

街
地
内
（
明
道
、
就
将
、

義
方
、
啓
成
地
区
の
一
部
）

で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
米
子
市
で
は
、
ま
ち
な

か
居
住
を
推
進
す
る
た
め
、

住
宅
を
取
得
し
て
市
外
か

ら
転
入
さ
れ
る
方
へ
の
助

成
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
な
か
情
報
コ
ー
ナ
ー

に
関
す
る
問
合
せ
】　

地

域
政
策
課　

中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
室
（
☎
23
―

５
３
５
３
、５
３
５
６
）

ま
ち
な
か
の
空
家
、
空
き
地

情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い



　

育
児
・
家
事
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
子
育
て

を
楽
し
む
男
性
の
こ
と
を
「
イ
ク
メ
ン
」
と
呼

び
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
共
働
き
家
庭
が
増
加
し

て
い
る
今
日
、
育
児
を
女
性
任
せ
で
は
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
難
し
い
社
会
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
急
速
に
進
む
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
、
現
実
と
し
て
女
性
側
に
偏
る
育
児

や
家
事
の
負
担
の
軽
減
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

厚
生
労
働
省
は
、
働
く
男
性
が
育
児
を
よ
り

積
極
的
に
す
る
こ
と
や
育
児
休
業
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
や
す
い
よ
う
社
会
の
気
運
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
22
年
６
月
に「
イ

ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
し
ま
し
た
。

　

約
３
割
の
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
し
た
い

と
希
望
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
実
際
の
取
得

率
は
１
・
72
％
（
平
成
21
年
度
調
査
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は
10
％
、
平

成
32
年
度
に
は
13
％
に
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
家

庭
の
調
和
）
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

し
か
し
、
制
度
は
確
立
さ
れ
て
き
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
社
会
に
成
長
し
て

い
な
い
の
も
ま
た
現
実
で
す
。

　

で
は
何
を
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
。

〝
子
ど
も
と
一
緒
に
笑
っ
て
楽
し
む
〟

〝
育
児
や
家
事
の
負
担
も
楽
し
み
も
共
に
分
か

ち
合
う
〟

特
別
な
こ
と
を
し
な
い
と
い
け
な
い
訳
で
は
な

く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

ぞ
れ
家
庭
の
状
況
は
違
う
の
で
、「
イ
ク
メ
ン
」

と
は
こ
う
で
あ
る
べ
き
と
決
ま
っ
た
形
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
共
に
家
族
を
形
成
す
る

者
同
士
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
や
さ
な
い

こ
と
、
お
互
い
に
補
い
合
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
は
日
一
日
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
時
期
、
そ
の
瞬
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
時
に
し
か
で
き
な
い
体
験
を
す
る

こ
と
で
、
実
は
子
ど
も
と
一
緒
に
自
分
自
身

が
成
長
し
、
子
育
て
を
通
じ
て
し
か
得
ら
れ

な
い
新
た
な
発
見
や
価
値
観
が
も
た
ら
さ
れ

る
は
ず
で
す
。◆　

　
　

◆　
　
　

◆

　

仕
事
が
大
切
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
子
育
て
も
働
い
て
い
る
だ
け
で
は

築
け
な
い
新
し
い
人
と
の
関
係
や
視
野
の
広

が
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
仕
事
・
家
庭
の

ど
ち
ら
か
一
方
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
充
実

さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
あ
っ
た

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
イ
ク
メ
ン
」
が
増
え
れ
ば
、
女
性
の
生
き

方
や
家
庭
の
在
り
方
が
、
更
に
は
社
会
全
体

が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
い

つ
の
日
か
「
イ
ク
メ
ン
」
す
る
こ
と
が
当
た

り
前
と
な
り
、
こ
の
言
葉
自
体
に
注
目
が
集

ま
ら
な
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

葛
かつ

　飾
しか

　北
ほく

　斎
さい

（宝暦10［1760］年～嘉永2［1849］年）　　 《 百物語 さらやしき 》
　百物語とは、夏の夜に人々が集まって怪談話をするという、江戸時代に流
行ったもので、百本の蝋燭に火を灯し、怪談を一つ話すごとに一つずつ火を
消してゆき、最後の一本が消えて真っ暗になった時、恐ろしいことが起こる
という言い伝えがありました。
　本作は、葛飾北斎によって描かれた「百物語」シリーズの一点で、主人が
大事にしていた皿を割った罪で井戸に投げ込まれた女性の亡霊が夜毎悲しげ
に皿の枚数を数えるという、有名な怪談「さらやしき」を題材にしたものです。
　口から霊気らしきものを出している女性の首は事件の発端となった皿で表
現され、その首には黒髪がまとわりつき、不気味さが感じられますが、ユー
モラスでもあります。
　本作は、８月21日（日）まで開催の企画展 「川崎・砂

い さ ご

子の里資料館所蔵 浮
世絵名品展」でご覧いただけます。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

来
年
９
月
か
ら
公
会
堂
が
使
用

停
止
に
な
り
ま
す

　

米
子
市
公
会
堂
は
、
現
在
「
集

会
室
」「
和
室
」
の
み
使
用
で
き

ま
す
が
、
耐
震
補
強
及
び
改
修
工

事
の
た
め
、
平
成
24
年
９
月
１
日

か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
１
年
前
か
ら
受
け
付

け
て
い
る
予
約
は
、
平
成
24
年
８

月
31
日
の
ご
使
用
分
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

文
化
課
（
☎
23
―
５
４
３
７
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
お

忘
れ
な
く

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。（
支
給
停
止
中

の
方
も
含
み
ま
す
。）

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

該
当
者
に
は
７
月
下
旬
か
ら
８

月
上
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
８
月
31
日
㈬
ま
で
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
児
童
係

（
☎
23
―
５
１
３
５
）

　

冷
蔵
倉
庫
用
建
物
を
所
有
し
て

い
る
方
へ

　

こ
れ
ま
で
、
木
造
以
外
の
冷
蔵

倉
庫
用
建
物
の
固
定
資
産
税
評
価

額
の
計
算
に
用
い
る
経
年
減
点
補

正
率
の
適
用
は
「
一
般
倉
庫
」
と

同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
冷
蔵
倉

庫
用
建
物
に
は
「
一
般
倉
庫
」
と

比
べ
て
建
物
の
評
価
額
が
早
く
減

少
す
る
経
年
減
点
補
正
率
を
適
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
項
目
す
べ
て

に
該
当
す
る
冷
蔵
倉
庫
用
建
物
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
市
役
所
固

定
資
産
税
課
家
屋
償
却
資
産
係

（
☎
23
―
５
１
８
３
・
５
１
１
６
）

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

保
管
温
度
が
摂
氏
10
度
以
下

に
保
た
れ
る
倉
庫
で
あ
る
。

２　

保
管
温
度
が
摂
氏
10
度
以
下
に

保
た
れ
る
部
分
の
床
面
積
が
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
。

３　

倉
庫
そ
の
も
の
に
冷
蔵
機
能

を
備
え
て
い
る
。（
倉
庫
内
に
単

該
当
す
る
方

次
の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の

あ
る
方

・
年
間
90
日
以
上
、
漁
船
を
使
う

漁
業
を
営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は

そ
の
漁
業
の
従
事
者

・
平
成
３
年
12
月
６
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　　

第
35
回
水
の
日
・
水
の
週
間

　

８
月
１
日
の
「
水
の
日
」
か
ら

８
月
７
日
ま
で
は
「
水
の
週
間
」

で
す
。
水
は
、
生
活
や
産
業
を
支

え
る
重
要
な
資
源
で
あ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
自
然
・
風
土
と
歴
史
・

文
化
を
育
み
、
人
間
形
成
の
環
境

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

も
の
で
す
。

　

水
の
使
用
を
と
お
し
て
、
今
一

度
私
た
ち
が
受
け
て
い
る
水
の
恵

み
、
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課

（
☎
23
―
５
２
５
７
）

　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
各
種
自
衛
官
を

に
冷
蔵
庫
を
設
置
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。）

　

バ
ス
停
留
所
の
名
称
が
変
わ
り

ま
し
た

　

淀
江
町
民
俗
資
料
館
が
︿
上
淀

白
鳳
の
丘
展
示
館
﹀
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と

に
伴
い
、
米
子
市
淀
江
町
巡
回
バ

ス
「
ど
ん
ぐ
り
コ
ロ
コ
ロ
」
の
バ

ス
停
留
所
名
が
「
民
俗
資
料
館
」

か
ら「
上
淀
白
鳳
の
丘
展
示
館
前
」

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
バ
ス
停
の
場
所
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん

問
合
せ　

地
域
政
策
課

（
☎
23
―
５
２
７
４
）

　

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
ま
す

　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
毎
年
９
月
１
日
現
在
で
「
鳥

取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人

名
簿
」
を
調
製
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
登

録
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
９
月
１
日
～
５
日

申
請
書
の
あ
る
所

申
請
書
は
漁
業
協
同
組
合
に
加
入

の
方
は
組
合
で
、
そ
う
で
な
い
方

は
米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

清
流
を
み
ん
な
で
と
り
も
ど
そ
う  

川
を
き
れ
い
に

く
ら
し
の情

報

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
自
衛
官
採
用
試
験
日
程

募
集
種
目
・
試
験
日
（
１
次
試
験
）

▼
自
衛
官
候
補
生
・
男
子
９
月
17

日
㈯
、
女
子
９
月
26
日
㈪

▼
一
般
曹
候
補
生
・
９
月
17
日
㈯

▼
航
空
学
生
・
９
月
23
日
㈮

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
９
月
９

日
ま
で

▼
看
護
学
生
・
10
月
22
日
㈯

▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
・
10
月

29
日
㈯
30
日
㈰

▼
防
衛
大
学
校
学
生
・
11
月
５
日

㈯
６
日
㈰

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
９
月
５

日
～
９
月
30
日

■
自
衛
隊
説
明
会

▼
８
月
６
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
第
１
会
議
室

▼
８
月
23
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
８
時

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所
（
西
福

原
３
丁
目　

Ｙ
Ｎ
Ｔ
第
４
ビ
ル
２

階
（
米
子
天
満
屋
横
）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　

米
子
市
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

●
一
般
事
務
・
５
人

●
建
築
・
１
人

●
保
育
士
・
２
人

●
保
健
師
・
１
人

●
水
道
一
般
業
務
・
２
人

応
募
資
格

●
一
般
事
務
、
建
築
、
水
道
一
般

業
務
…
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

●
保
育
士
…
昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
保
育
士
登
録
を
し
て

い
る
方
（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
登
録
見
込
の
人
を
含
む
。）

●
保
健
師
…
昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
免

許
を
有
す
る
方
（
平
成
24
年
４
月

30
日
ま
で
に
取
得
見
込
の
人
を
含

む
。）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
も
受

験
で
き
ま
す
。
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
方
が
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、

公
権
力
の
行
使
に
携
わ
る
業
務
ま

た
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画

に
携
わ
る
職
以
外
の
業
務
ま
た
は

職
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
・
科
目

▼
第
１
次　

９
月
18
日
㈰
・
教
養
、

専
門

▼
第
２
次　

10
月
下
旬
～
11
月
上

旬
の
間
・
作
文
、
適
性
検
査
、
集

団
討
論
、
面
接

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈪
～

19
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23
―
５
３
４
１
）

　

消
防
吏
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

消
防
吏
員
・
17
人

応
募
資
格

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
（
13
人
程
度
）

・
平
成
24
年
３
月
に
高
等
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
方
（
４
人
程
度
）

試
験
日
・
科
目

▼
第
１
次
試
験　

９
月
18
日
㈰
・

教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査
、
体

力
試
験

▼
第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
頃

（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

知
）・
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、

健
康
審
査

採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

８
月
２
日
㈫
～
24
日
㈬

〔
郵
送
の
場
合　

24
日
㈬
必
着
〕

申
込
・
受
付
場
所

〒
683
―
０
８
５
３　

米
子
市
両
三

柳
５
４
５
２　

鳥
取
県
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合　

消
防
局　

総
務

課
（
☎
35
―
１
９
５
３
）

　

海
外
留
学
を
す
る
若
者
を
支
援

し
ま
す

　

淀
江
町
青
少
年
ゆ
め
基
金
活
用

委
員
会
で
は
、
自
ら
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
海
外
に
羽
ば
た
く
米

子
市
淀
江
町
出
身
の
若
者
に
対
し

て
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
淀
江
町
以
外
の
米

男
と
も
だ
ち　

女
と
も
だ
ち　

み
ん
な
と
も
だ
ち　
　
　

市
民
応
募
作
品

子
市
出
身
の
若
者
も
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
海
外
留
学
予
定

の
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

原
則
と
し
て
米
子
市
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
米
子
市
内
の
小
・
中
学

校
を
卒
業
し
、
満
30
歳
未
満
の
方

留
学
の
種
類

海
外
の
大
学
へ
の
留
学
、
ま
た
は

文
化
・
芸
術
部
門
で
の
留
学

期
間　

原
則
１
年
以
上

助
成
対
象
経
費

学
費
、
渡
航
費
（
助
成
限
度
額
は

淀
江
町
出
身
者
は
200
万
円
、
そ
れ

以
外
は
100
万
円
）

選
考
方
法

応
募
書
類
を
も
と
に
書
類
選
考

助
成
対
象
者
の
義
務

留
学
中
の
毎
月
の
報
告
、
終
了
後

の
完
了
報
告
な
ど

応
募
・
問
合
せ
　
淀
江
町
青
少
年

ゆ
め
基
金
活
用
委
員
会
事
務
局

（
淀
江
支
所
よ
ど
え
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
）　

☎
56
―
３
１
６
４

　

米
子
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
者
募
集

　

米
子
高
専
で
は
平
成
23
年
度
第

１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

平成23年度（第47回）

■期日　６月６日（月）～ 11月21日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）
■会場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込みください。
　　　　　　電話申込みはできません。
■受講料　年間 1,000円
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

▼８月・９月の講座
とき 内 容

第
５
回

８月
１日

（月）

「いきいき生きる」～一日は一生の縮図～
　鳥取短期大学　理事長・学長　山

や ま

田
だ

修
しゅうへい

平さん

第
６
回

８月
22日

（月）

「人形に想いをこめて―きずな」
　創作人形作家　安

あ べ

部朱
あ け

美
み

さん

第
７
回

９月
５日

（月）

「楽しい演奏とはなし」
　米子男声合唱団「ビルバルバ」　団長　菱

ひ し た に て つ ろ う

谷哲郎さん

第
８
回

９月
26日

（月）

「口元は若返り（アンチエイジング）のキーポーンとです！」
心も体もいきいきとそして認知症予防にもお役に立ちます

　（医）高野歯科医院　歯科医師
　日本抗加齢医学会　専門医
　日本アンチエイジング歯科学会　理事　高

た か

野
の ゆ み

由美さん

※年間スケジュールはチラシ裏面をご覧ください。
　チラシは、生涯学習課・各公民館にあります。
※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年受
　講賞を設けています。



こ
れ
か
ら
は
広
め
て
ゆ
き
た
い
「
パ
パ
料
理
」　　
　

市
民
応
募
作
品

と

き　

19
日
㈮

対

象

中
学
校
３
年
生
お
よ
び
保
護
者

参
加
料　

無
料

※
各
中
学
校
を
通
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
米

子
高
専
学
生
課
教
務
係
（
☎
24
―

５
０
２
２
）
ま
で
。

　

第
２
回
し
ゃ
べ
っ
て
未
来
や

男
女
の
更
年
期
を
幸
年
期
に
す
る

魔
法
術

～
男
女
と
も
に
、
健
康
で
い
き
い

き
と
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
～

★
若
い
人
も
要
注
意
！
30
代
は
更

年
期
予
備
軍
！
　
更
年
期
に
突
入

す
る
前
の
予
防
策
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
更
年
期
に
悩
ま
さ
れ
ず
に
過

ご
す
事
が
で
き
ま
す
。

★
他
人
ご
と
で
は
な
い
体
の
不

調
！　

男
性
に
も
あ
る
更
年
期
、

た
だ
の
疲
れ
だ
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
、
そ
れ
は
男
性
更
年
期
の
始

ま
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講

師

（
一
般
社
団
法
人
）
鳥
取
県
助
産

師
会　

仲な
か

田だ

豊と
よ

実み

さ
ん
、
山や

ま

根ね

美み

な

こ

奈
子
さ
ん
、
西に

し

江え

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

と

き

31
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー　

か
ぷ
り
あ 

第
１
会

議
室（
イ
オ
ン
米
子
駅
前
店
４
階
）

募
集
人
員　

30
名
程
度

※
要
予
約
、
参
加
費
無
料

申
込
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

推
進
課
（
☎
23
―
５
４
１
９
）

　

中
国
に
親
し
む
講
座

　

マ
ス
コ
ミ
で
知
ら
れ
て
い
な
い

中
国
を
国
際
交
流
員
が
大
公
開
す

る
、
中
国
に
親
し
む
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と

き　

９
月
２
日
～
９
月
29
日

午
後
３
時
～
４
時
30
分
（
金
曜
日

３
回
・
木
曜
日
２
回
、
全
５
回
）

と
こ
ろ　

市
役
所
402
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

中
国
に
興
味
が
あ
る
方
。た
だ
し
、

昨
年
度
ま
で
に
米
子
市
主
催
の
中

国
語
講
座
を
２
回
以
上
受
講
さ
れ

た
方
や
今
年
度
の
講
座
を
受
講
さ

れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

張チ
ャ
ン　

燕
イ
ェ
ン

受
講
料　

無
料
※
資
料
代
500
円

募
集
人
員　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

※
８
月
８
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
受
付
開
始

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推
進

課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　
「
よ
な
ご
ア
カ
デ
ミ
ー
」

　

参
加
型
市
民
講
座
「
よ
な
ご
ア

カ
デ
ミ
ー
」
は
、
実
際
の
生
涯
学

習
講
座
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
広
報
チ
ラ
シ
作
成

の
た
め
の
取
材
、
編
集
、
原
稿
作

成
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
写
真
撮
影
や

加
工
な
ど
を
学
び
、
市
民
自
ら
広

報
誌
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
、
学

習
講
座
を
自
ら
運
営
で
き
る
実
力

養
成
講
座
と
し
て
開
講
し
ま
す
。

講
座
は
10
回
程
度
開
催
予
定
。

日
程
・
会
場　

９
月
下
旬
～
平
成

24
年
３
月
・
市
役
所
第
２
庁
舎
な

ど
（
日
程
と
会
場
は
、
講
座
内
容

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。）

定
員
　
15
名
程
度

受
講
料
　
1,500
円

※
く
わ
し
く
は
、
８
月
中
旬
以
降

に
公
民
館
等
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
、
広
報
よ
な
ご
９
月
号
、
米
子

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
掲
載
は
９
月

頃
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―

５
４
４
４
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
４
回
）

と

き

18
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
あ
な
た
の
紫
外
線
対

策
大
丈
夫
？
」

講

師　

木
村
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ

ク　

院
長　

木き

村む
ら

秀し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
朗
さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　
「
幸
せ
な
最
期
を
迎
え
る
た
め

に
」
講
演
会

と

き　

６
日
㈯　

午
後
７
時
～

９
時
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

講

師　

一
般
社
団
法
人
な
ご
み

の
里　

代
表　

柴し
ば
た田

久く

み

こ

美
子
さ
ん

内

容　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
最

期
ま
で
過
ご
す
、
本
人
の
尊
厳
を

尊
重
し
た
看
取
り
に
つ
い
て

参
加
費　

前
売
券
800
円
（
当
日
1,000

円
）

問
合
せ　

な
ご
み
の
里

（
☎
38
―
４
３
２
１
）

あ
な
た
の
紫
外
線
対
策
大
丈
夫
？

　

皮
膚
の
老
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
紫
外

線
対
策
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
18
歳
ま

で
に
生
涯
に
浴
び
る
紫
外
線
量
の
半
分

を
浴
び
て
し
ま
い
ま
す
。

　

10
年
20
年
後
に
シ
ミ
、
シ
ワ
を
作
ら

な
い
た
め
に
も
日
焼
け
止
め
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
紫
外
線
に
よ
っ
て
起
こ
る

皮
膚
の
病
気
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ

う
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

助
産
師
会
で
は
、
妊
娠
・
出
産
の
ケ

ア
に
止
ま
ら
ず
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
の
健
康

と
権
利
）
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
幼

児
～
大
人
を
対
象
に
い
の
ち
の
大
切
さ

を
伝
え
る
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
す
べ
て
の
女
性
が
必
要
と
す
る
ケ

ア
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
男
性
の
健
康
に
も
目
を
向
け
、
健
や

か
な
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
豊

か
な
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

自転車の盗難、車上荒らしの被害が増えています
被害の多くは、鍵をかけていないことによるものです

◆自転車盗難被害防止　必ず鍵を掛けましょう　ツーロック以上が安全です
◆車上荒らし被害防止　短時間でもロックをしましょう
　　　　　　　　　　　車内に鞄や貴重品を置かないようにしましょう

■これからの夏場には、自宅などに侵入される被害も増えてきます。家を留
守にするときや就寝されるときには、必ず戸締まりをしましょう。

■問合せ　米子警察署生活安全課（☎３３－０１１０）



女
性
と
男
性　

そ
れ
ぞ
れ
の
性
を
認
め
合
う
こ
と
が　

男
女
共
同　

社
会
の
輪　
　
　

市
民
応
募
作
品

開発公社所有地を売払いします
　次のとおり一般公募により公社所有地を分譲します。
■売払物件　皆生新田３丁目 353番１　（地目）　雑種地
　　　　　　面積 535.99㎡　　分譲価格 15,758,106円
■用途地域　第１種住居地域
■現場説明日時・場所　23日（火）午前10時・現地
■申込方法　所定の申込書に住民票の謄本を添えて、受付
期間内に土地開発公社にお申し込みください。
■申込期間　24日（水）～ 30日（火）
■譲受人の決定　複数の申込があった場合は、抽選により
決定します。
■問合せ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）　
■売払物件の案内図

第42回淀江町盆踊り花火大会
つなげよう　ふるさとの夢　未来へ

■と き　15日（月）　午後７時～午後９時
　　　　　（雨天時１日だけ順延）
　 ▼開会セレモニー・盆踊り：午後７時～８時20分
　 ▼花火：午後８時30分～９時
■ところ　淀江海岸駐車場・淀江海岸
※駐車可能スペース：米子市淀江支所・米子市淀江体育館・
淀江公民館など
■問合せ　淀江公民館（☎５６―３２２２）

米子城山環境美化活動
ボランティア募集！

　米子市観光協会では、市民
の皆さんや諸団体と協力して、

「米子城山」の環境美化活動を
実施し、「米子城跡」の整備を
広くアピールしていきます。
皆さんのご参加をお待ちして
います。
■とき　９月10日（土）午前10時～正午（㊟集合：午前
９時～９時30分）
■集合場所　米子城山入口（湊山公園駐車場前）  
※清掃のできる服装でお越しください。
※清掃用具（カマ、松葉かき等）をお持ちでしたらご持参
願います。
■申込・問合せ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

第45回米子盆踊り大会
県指定無形民俗文化財「米子盆踊り」を大会でもりあげま
す。伝統ある民俗芸能を踊ってみませんか。
と き　14日（日）
　　　　午後７時30分～９時30分頃
ところ　米子市公会堂広場
※雨天の場合は、15日に順延します。
■問合せ
　文化課（☎２３－５４３７）

米子のいいとこ発見　作品募集
夏休みには米子のまちを探険しよう

　米子のまちのいいところ（人、まち、食べ物、自然、風景、
観光施設など）をテーマに作品（作文または絵）を募集し
ます。「米子のこんなところが好き！」「米子ってこんなす
ばらしいところがあるよ。」など、米子のまちのいいとこ
ろを見つけてご応募ください。
■募集内容　あなたの感じる米子のまちのいいところ（人、
まち、食べ物、自然、観光など）をテーマにした作文（1,200
字以内）または絵（用紙、サイズ自由）
■対象　小学生
■応募方法　作品と、作品の題名を書いた紙（郵便番号、
住所、氏名とふりがな、年齢、学校名、学年、性別、電話
番号も記入）を同封して、郵送していただくか、直接協会
までご持参ください。
■募集期間　９月16日（金）まで（当日消印有効）
■表彰　観光協会長賞（作文・絵　１点ずつ）賞状と副賞
また、全員にヨネギーズメモ帳をさしあげます。
※作品は、米子市観光協会ホームページなどで公開します。
■送り先・問合せ　〒683－0822　中町 20番地　市役所
旧庁舎２階　米子市観光協会　米子のいいとこ発見作品募
集係（☎３７－２３１１）

2011 皆生温泉サマーフェスティバル
真夏の「皆生海浜公園」で楽しいイベントを開催！

■開催日　６日（土）・７日（日）
■催 し　６日：マグロ解体ショー、ウクレレ演奏、KIDS
ダンス、ご当地ヒーローショー、皆生温泉「湯けむり大使」
林家笑丸さんによる落語、アニソンやコスプレなど。夜は
がいな万灯・がいな太鼓・淀江さんこ節の郷土芸能　７日：
地元の子供達による神輿や盆踊り、お楽しみ抽選会　両日：
地元の特産品市、バナナボート、シーカヤックなど海のレ
ジャー体験、ミニ砂像つくり体験、夜は打上花火！
※会場すぐ近くの来場者専用駐車場をご利用ください。
■問合せ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

くわしくは観光協会ＨＰ…



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

皆 生
住 宅 皆 生 8R1 304 中層耐火

３ 階 建 3LDK 26,500
～51,900 H8

加 茂
住 宅 両 三 柳 11R1 605 高層耐火

６ 階 建 2LDK 22,000
～43,200 H11

西 福 原
住 宅 西 福 原 14R1 303 中層耐火

８ 階 建 3LDK 28,700
～56,400 H14

西 福 原
住 宅 西 福 原 14R1 409 中層耐火

８ 階 建 3LDK 28,700
～56,400 H14

■入居者の資格　市内に住所または勤務場所があり、独立の
生計を営んでいる方／現在一緒に住んでいるか、または住も
うとしている親族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や
婚約者を含む）がある方。ただし、生年月日が昭和31年４月
１日以前の方などは、単身でのお申込みが可能です。／世帯
の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に住宅に
困窮していることが明らかな方／米子市税などに滞納がない
方／暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（月）～５日（金）　
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書、所得に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。
外国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けて
いることを証明する書類）。その他、申込理由により添付書類
が必要となる場合があります。住宅申込書などは建築住宅課、
淀江支所地域生活課にあります。
■入居選考方法　９日（火）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　９月１日（木）
※次回の市営住宅入居者募集は９月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

また、店舗（所在地：東町　27.66㎡　家賃月額 33,000円）
の募集もしています。くわしくはお問い合わせください。

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日（水）・
９月12日（月）の午後１時～４時／市役所第２庁舎１階
相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■行政相談

国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼４日（木）、24日（水）
…市役所本庁舎２階 203会議室、９月５日（月）…市役
所本庁舎４階 402会議室。いずれも午後１時～４時／
問市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会

弁護士や司法書士等が無料で相談に応じます。１件 30
分、要予約。 ▼ 24日（水）の午後１時30分～４時／米子
コンベンションセンター／問鳥取県西部消費生活相談
室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５
－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリン
グ・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日
午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／ふれあい
の里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用は 2,000 円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の午後１
時～３時／ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前
10時～午後３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■国民健康保険料などの夜間納付相談（毎月１回開催）

日中、仕事などのため国民健康保険料・後期高齢者医療
保険料の納付相談などができない方を対象に、夜間相談
に応じます。／ 16日（火）午後８時まで／市役所保険年
金課（本庁舎１階）／問保険年金課（☎２３－５１２４）
■農地相談

農地のことで日ごろ困っていることについて、農業委
員が相談に応じます。／ 19日（金）市役所本庁舎 402
会議室…午前10時～正午（受付：午前10時～11時30分）
・淀江支所第１会議室…午後２時～４時（受付：午後２
時～３時30分）／問農業委員会（☎２３－５２７７）
■鳥取県行政書士会無料相談

相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要 ▼ 20日

（土）・９月10日（土）の午前10時30分～午後３時（８
月は第３土曜日に開催します。）／イオン米子駅前店４
階　男女共同参画センター会議室／問鳥取県行政書士
会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■土地境界に関する無料相談会

土地・建物の表示に関する登記相談（土地分筆、建物
新築・増築など）に土地家屋調査士が、無料で相談に応
じます。／９月10日（土）午前10時～午後４時／米子市
文化ホール２階研修室／鳥取県土地家屋調査士会事務
局（☎０８５７－２２－７０３８）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

社
会
も
家
庭
も　

み
ん
な
で
理
解　

男
女
の
分
担　
　
　

市
民
応
募
作
品

■議会事務局（☎３２－０３０２）
９月６日（火）本会議（開会、議案上程）

８日（木）本会議（各個質問）
９日（金）本会議（各個質問）

12日（月）本会議（各個質問）
13日（火）本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託）
14日（水）各個質問予備日
15日（木）予算審査特別委員会

16日（金）総務企画委員会、
予算審査特別委員会総務企画分科会

20日（火）市民福祉委員会、
予算審査特別委員会市民福祉分科会

21日（水）経済教育委員会、
予算審査特別委員会経済教育分科会

22日（木）建設水道委員会、
予算審査特別委員会建設水道分科会

27日（火）予算審査特別委員会
29日（水）本会議（付議案の処理、閉会）
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
ところ　保健センター (ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかっ
た場合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健
康手帳がないと受けられません。「予防接種と子ど
もの健康」の冊子を読んできてください。

▼体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（BCG）◆
対 象 児 接 種 日

H23年４月28日～５月10日生 ８月10日（水）
H23年５月11日～５月24日生 ８月24日（水）
H23年５月25日～６月８日生 ９月８日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を
受けていない方も受けてください。

８月のポリオはお休みします
◆生後７か月以降でポリオの接種がお済みでない
　方は、９月以降の日程でお出かけください。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

８月23日（火）
宇田川

福井製茶前 午前９時20分～９時40分
富繁構造改善センター 午前10時～10時20分
宇田川分館 午前10時40分～11時
真名井コミュニティーセンター 午前11時30分～11時50分
福平公民館 午後１時20分～２時
西尾原集荷場 午後２時20分～２時40分
本宮構造改善センター 午後３時～３時20分

８月24日（水）
淀 江

松田木材前 午前９時20分～９時40分
米子市淀江支所 午前10時10分～11時10分
白浜公民館 午前11時30分～11時50分
淀江中学校 午後１時20分～２時10分

啓 成 ふれあいの里 午後２時50分～３時50分

８月26日（金）
大 和

大和分館 午前９時30分～10時
中間公民館 午前10時30分～10時50分
小波上公民館付近 午前11時20分～11時40分
桜台集会所 午後１時20分～１時40分
佐陀３部公民館 午後２時～２時20分

８月30日（火）
大 和

佐陀浜集会所 午前９時30分～10時10分
佐陀新田公民館 午前10時30分～10時50分
ニューやまと公民館 午前11時10分～11時30分
佐陀２部公民館 午後１時～１時50分
小波浜公民館 午後２時20分～３時10分

８月31日（水）
明 道

道笑町３丁目・白根氏宅駐車場 午前８時40分～９時40分
とんかつ繁昌亭道笑町店 午前10時10分～10時30分
丸合米子南店 午前10時50分～11時20分
明道公民館 午前11時50分～12時10分

啓 成

天理教米城分教会 午後２時～２時20分
啓成公民館 午後２時40分～３時
東保育園 午後３時20分～３時30分
勝田神社 午後３時50分～４時20分

９月９日（金）
就 将

米子市役所東側玄関 午前９時20分～９時50分
口陰田公民館 午前10時20分～10時40分
錦海町・錦海団地集会所 午前11時～11時20分
祇園町２丁目・ＪＲ社宅集会所 午前11時40分～12時
イオン米子駅前店（正面玄関）午後１時30分～１時50分
就将公民館 午後２時20分～２時40分
目久美神社 午後３時～３時20分

９月13日（火）
福米西

新開東・皆生尚寿苑玄関前 午前９時～９時20分
新開西・宮崎秀雄氏駐車場 午前９時40分～10時
上谷１区・尾沢三夫氏駐車場 午前10時20分～10時40分
下谷２区・大滝氏駐車場 午前11時～11時20分
福米西公民館 午前11時30分～12時

車 尾
タカサキ美容室駐車場 午後２時～２時20分
観音寺公民館 午後２時40分～３時
車尾公民館 午後３時20分～３時50分

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…40歳以上の方

▼「たん」の検査…① 50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が 600以上の方
（元喫煙者含む）、② 40歳以上で６か月以内に血痰のあった方
■自己負担金　市民税課税世帯の方…300円（たんの検査は 900円追加）、
70歳以上の方・市民税非課税世帯の方…100円（たんの検査は 300円追
加）、生活保護世帯の方…いずれも無料
■受診券　受診される際には、健診受診券の中にある「結核・肺がん検診
受診券」を必ずご持参ください。くわしくは地区回覧でご確認ください。
アスベスト（石綿）について健康不安がある方へ　
不安があり検診を希望される方は、問診の際にお申し出ください。

胃がん集団検診日程

８月22日（月）
大篠津福祉センター 午前７時30分～８時
崎津公民館 午前９時～９時30分

８月23日（火）
夜見公民館 午前７時30分～８時
富益公民館 午前９時～９時30分

８月24日（水）
加茂公民館 午前７時30分～８時
河崎公民館 午前９時～９時30分

８月28日（日）※ふれあいの里 午前７時30分～10時

８月29日（月）
和田公民館 午前７時30分～８時
彦名公民館 午前９時～９時30分

９月５日（月）米子市淀江支所 午前８時～９時30分
■８月 28日（日）の休日検診は、事前に予約が必要です。
先着順に予約を承りますので、ご希望の方は、健康対策
課（☎２３－５４５２）へお早めにお申し込みください。
■前日の午後９時以降は、食事をとらないでください。
　お茶、水は午前０時まで飲んでもかまいません。
■当日は必ず受診券をご持参ください。
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自殺対策事業講演会
「守り、支えあう　いのち」
～ご遺族の言葉から　いのちをまなぶ～

■と き　19日（金）　午後１時30分～３時30分
■ところ　ふれあいの里　大会議室
◆米子市の現状報告
◆鳥取県における自殺対策
　鳥取県立精神保健福祉センター所長　原

は ら だ

田　豊
ゆたか

さん
◆講演　テーマ「失われた命の意味について

～自死遺族になって思うこと～」
　講師　田

た

中
なか

幸
さち

子
コ

さん
仙台自死遺族の会「藍の会」代表　全国自死遺族
連絡会世話役。2005年11月に警察官だった息
子さんを自死で亡くされる。仙台市在住。

　座長　原
はら

田
だ

　豊
ゆたか

さん
◆同時開催（午後１時～４時）　　　　　　　　　
　心の健康と暮らしの法律相談会　（予約不要）
　ストレスチェックコーナー
いのちはあたたかい
　一人ひとりの
　　少しだけの優しい心を ･･･

歌って健康若がえり教室
　ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょう！　あ
んな歌、こんな歌．．．こころがますます元気にはずんでき
ます。どうぞ、あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　18日（木）　
　　　　　　午後１時30分～３時20分（受付１時～）
■と こ ろ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　「みんなで歌いましょう」
■歌の指導　下

しも

田
だ

公
きみ

夫
お

さん
■参 加 費　100円
■主催・問合せ　米子市地区保健推進員連絡協議会
　　　　　　　　会長　内

うち

田
だ

久
く み こ

美子さん（☎３３－６４９１）

西部圏域「眠れてますか？睡眠キャンペーン」
オープニング講演会のご案内

眠れてますか？　２週間以上続く不眠は「うつ」かも？
十分な睡眠はこころとからだの栄養です。

■と き　31日（水）
■ところ　米子コンベンションセンター国際会議室（入場無料）
◆講演＆実技（午後１時～４時）
１「うつと睡眠」
　鳥取県立精神保健福祉センター所長　原

はら

田
だ

　豊
ゆたか

さん
２「タッピング・タッチ」
　ホリスティック心理教育研究所所長（臨床心理学博士）　中

なかがわいちろう

川一郎さん
タッピング・タッチとは、指先を使って、どこでも、だれに
でもできるこころと体を癒すケアです。

◆同時開催（午後０時30分～１時、午後４時～４時30分）
心の健康と暮らしの法律相談会（予約不要）・ストレスチェッ
クコーナー・アロマテラピーコーナー
■主催・問合せ　西部総合事務所　障がい者支援課
　　　　　　　　（☎３１－９３１１）

「眠れてますか？睡眠キャンペーン」は自殺対策事業の一環です

国民健康保険以外の方の特定健診と
がん検診の受診について

　被用者保険（協会けんぽや企業の健康保険、船員保険、
共済組合など）の方は、米子市が実施する特定健診は受診
できません。それぞれの保険者から受診券が交付されます
ので、くわしくは、各保険者へお問い合わせください。
　また、がん検診につきましては、対象者に該当する方
で、職場等で受診する機会がない場合は、米子市が実施す
るがん検診を受診できますので、くわしくは「平成23年
度健診受診券」でご確認ください。受診券が届かない方で、
受診を希望される方は、健康対策課（☎２３－５４５２・
５４５８）へご連絡ください。

「平成23年度健診受診券」の一部変更
　６月下旬に郵送した「健診受診券」に一部変更がありました
のでお知らせします。

【変更前】 【変更後】
医療機関名 住所 健診種別 健診種別

都田内科医院 紺屋町 健 胃 大 健 大 胃がん検診
実施なし



ボランティアスタッフ募集
アニメが好きで一緒にアニカルまつりを支えてくださる方、
お友達同士やグループでの参加も大歓迎。たくさんの参加
をお待ちしています。
とき　９月３日（土）、４日（日）
対象・締切　満18歳以上・８月19日（金）

有

料

広

告

プラネタリウムコンサート
「夜の魔法～星のささやき～」
( 出演：マイトリー )
５日（金）午後７時～８時。大
人 300円、小中高校生 50円、
幼児・70歳以上の方無料。星
を見ながら、素敵なギターの
音色と歌声をお楽しみくださ
い。先着 100名、電話受付中。
アート体験事業「ティピーづ
くり」（講師：大

お お し た

下志
し ほ

穂さん）
17日（水）午後２時～５時、
対象：小学生～大人、無料。
インディアンの家「ティピー」
をキャンバスに、みんなで絵
を描きます。先着 30名、７
月30日（土）から電話受付中。
プラネタリウム「今夜見える
星空と全天周番組」

〈平日〉午後２・３時、〈夏休み
中 (24日まで）の平日〉午前11
時・午後２・３・４時、〈土・日・
祝日〉午前11時・午後１・２・
３・４時の投影。幼児・70歳
以上無料、小中高校生50円（土
･日･祝は無料）、大人300円。
プラネタリウム「夏の星」学習投影
６日（土）・13日（土）・20日

（土）・27日（土）午後１時～
１時40分、小中高校生無料、
大人300円。小学４年の理科
学習に役立つ夏の星の学習投
影です。
星座早見盤で星座探し
20日（土）午後７時30分～、

対象：幼児～大人、50組、材
料費 20円。自分で星座を探
す道具「星座早見盤」を作り
ます。晴れたら外で夏の星座
をさがします。６日（土）か
ら電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、0～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
夏休みおはなし会
17日（水）午後２時～２時45
分、対象・小学生以上。午後
３時～４時、対象：小学５年
生程度～大人 ( 長いお話が聞
ける人 )。自由参加、無料。
こわいお話や楽しいお話が
いっぱい♪
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
27日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談「ままこん」
24日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。保育園の元
先生方が、子育て中の保護者
の悩みに優しく答えてくださ
います。
みなとやまプレーパーク（協力：
みなとやまプレーパーク実行委員会）
毎週日曜日、午前10時～午後
４時30分。屋外に冒険遊び場
を開園。対象：幼児～大人、無料。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開

館日の午後10時まで利用可。
有料・要申込。（１週間前まで）
■他にもたくさんの催し物が
あります。くわしくは、セン
ターだより７・８月合併号で
ご確認いただくか、電話でお
問い合わせください。

企画展　川崎・砂
いさ

子
ご

の里資料
館所蔵　浮世絵名品展
2010年に米子市観光協会と
産業観光推進に関する協定書
を締結した、（社）川崎市観
光協会会長で川崎・砂子の里
資料館館長の斎藤文夫氏が収
集してきた 3,000点にのぼる
作品の中から、当地にゆかり
のある初代　歌川広重（1797
～1858）《六

ろくじゅう

十余
よ し ゅ う

州名
め い し ょ

所図
ず え

会 
伯耆　大野　大山遠望》をはじ
め、厳選した浮世絵の名品を
展観します。
会期：８月 21日（日）まで
　　　［毎週水曜日休館］
観覧料：一般 500（300）円、
高校・大学生 200（100）円、
中学生以下無料。
※（　）内は、15名以上の団体、
70歳以上の方、障がいのあ
る方および付き添いの方（１
名）の料金。
※くわしくは美術館までお問

い合せください。
■開館時間
　午前10時～午後６時

「戦争の記憶」展
昭和20年７月28日、アメリ
カ軍の戦闘機による山陰本線
大山口駅付近の列車空襲に
よって、多くの一般の人びと
が死傷し、これと前後して県
内各地、また米子市内でも攻
撃を受け、多くの死傷者があ
りました。私たちが今、平和
に暮らしている鳥取県も、「戦
場」となったのです。今回の
展示では、アジア・太平洋戦
争中の鳥取県の人びとが何を
思い、何を見ていたのかを紹
介します。平和を築くために
は、戦争を知らなければなり
ません。戦争と平和について、
改めて考えてみませんか。
会期：８月６日（土）～ 19
日（金） [ 会期中無休 ]
観覧料：無料
主催：鳥取県・（財）米子市
教育文化事業団［米子市立山
陰歴史館］共催：米子市
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日
　２日、23日、30日

児童文化センター
（☎ 34－5455）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

くわしくは公式サイトで…



有

料

広

告

つつじ読書会
６日（土）午後２時、大会議室、

『田辺聖子の古典まんだら』
（上）　田辺聖子：著　新潮社
楽しく漢文に学ぶ会
７日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分、
親子読書コーナー。
★９日（火）（毎月第２火曜日
・図書館職員）午後４時～。絵
本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
古文書研究会
27日（土） 午後１時30分、大
会議室。「新修米子市史近世」
関連史料から「鹿島重好御用
日記」（維新変動期の米子町）
を読む。講師：中

な か

　宏
こ う

さん
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
10日（水）午後２時～４時、
特設文庫室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
23日（火）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室。主催・
予約先：米子市立図書館（☎
２２－２６１２）
中・高生に向けた社会に出る
準備講座『どこへ進学するの
か、どこで働くか』
全３回（無料）

▼ 第２回　７日（日）午後１
時30分～２時40分、「社会
に出て役立つコミュニケー
ション能力」

▼ 第３回　28日（ 日 ） 午 後
１時30分～２時40分、「未
知の分野に立ち向かう底力、
チャレンジ力アップ」
主催：地域人財プロジェクト、
講師：船

ふ な こ し ゆ き ひ ろ

越元熙さん。対象：中・
高生、一般。予約不要。会場：
いずれも２階大会議室
■開館時間　午前10時～午
後６時（９月まで金曜日は午
後８時まで延長して開館）
■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（月末資料整理）

企画展「鳥の巣展」
身近な鳥の巣を中心に多数展
示し、鳥の巣の不思議に迫り
ます。楽しい体験コーナー
もあります。31日（水）まで。
開園時間中いつでも見学でき
ます。会場：水鳥公園ネイ
チャーセンター
鳥の巣展特別企画「鳥のうち
わを作ろう」
真っ白なうちわに好きな鳥の
絵を描いて、世界でひとつの
鳥のうちわに仕上げます。
31日（水）まで。開園時間中
いつでも作れます。１枚につ
き材料費100 円。会場：水
鳥公園ネイチャーセンター

夏休み特別企画「ダンゴムシ
レース」
園内でダンゴムシを捕まえて
迷路にいれ、ゴールする時間
を競うセルフ企画です。
31日（水）まで。入館者対象、
開園時間中いつでもできま
す。無料。会場：水鳥公園ネ
イチャーセンター
夏休み親子ふれあい講座
「小鳥のお家を作ろう！」②
親子で力をあわせて、１枚の
杉板から小鳥の巣箱を作りま
す。14日（日）午前９時30分
～正午、午後１時30分～４
時の２回。それぞれ小学生の
親子対象、先着15組、要予約、
材料費 500円。会場：児童
文化センター
自然観察会「夜の水鳥公園を
探検！」
夜の水鳥公園にはどんな生き
ものがいるか、探検してみ
ましょう！ 20日（土）午後７
時～８時30分。小学生の親
子対象、先着20組、要予約、
要入館料。集合：水鳥公園ネ
イチャーセンター
自然観察会「秋の鳴く虫鑑賞
会」
残暑の頃からにぎやかに鳴き
出す、コオロギやキリギリス
の仲間の声に耳を傾けてみま

せんか。９月３日（土）午後７
時～８時30分、対象：小学
生～大人、幼児の同伴可。予
約不要、要入館料。懐中電灯、
虫除け薬持参。集合：水鳥公
園ネイチャーセンター
●水鳥公園が会場の企画に
は、高校生～70歳未満の方は、
入館料（300円）が必要です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
■今月の休館日　８月は無休

８月ロビー展「ファインドー
ル＆粘土の人形展」
境港市在住　矢

や

倉
く ら

梨
り か

花さん
こどもチャレンジ広場
粘土を使った人形や土器、埴

は に

輪
わ

づくりなどが体験できま
す。当日お申し込みください。
参加料が必要です。
６日（土）午前10時～午後
３時
■入園料
大人 200円、小・中学生 50円。

（市内にお住まいの方の料金
です。受付でお申し出くださ
い。）
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■休館日　第２・４水曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）

「素鳳ふるさと館」　皆生温泉３丁目１－１　米子市観光センター内（☎３４－２８８８）

企画展
「倉瀧和子作品展

・共催　内田規子」
■前期展示
　７月13日（水）～８月７日（日）
■後期展示
　８月11日（木）～９月11日（日）

「祭・ハレの日　～人形で楽しむ日本の祭り～」
　日本人の心、祭りを題材として、主役である山車・
踊り姿の楽しい人形・異国への憧れの唐子人形などを
展示いたします。
■期間
　８月11日（木）
～ 10月10日（月）



米子市の人口と世帯数　平成23年７月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,043人（＋8人）　男性 71,233人（＋2人）　女性 78,810人（＋6人）　世帯数 63,534世帯（＋53世帯）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　皆さんは、この写真の虫はチョウに見えますか。それとも、ガにみえますか。
この虫は、チョウとガの関係や自然界を生き残るための知恵など、とても興味
深いことを私たちに教えてくれます。
　この虫の名前は、アゲハモドキといいます。モドキとは、似て非なるものの
ことです。つまり、この虫はアゲハに似た違う虫です。アゲハモドキは、皆さ
んがよくご存知の黄色いアゲハとはまったく似ていませんが、ジャコウアゲハ
という黒いアゲハとよく似た姿をしているのです。
　アゲハモドキは、なぜジャコウアゲハと似た姿をしているのでしょう。その
理由は、ジャコウアゲハが不

ま ず

味い虫であることに関係があります。
　ジャコウアゲハの幼虫は、ウマノスズクサという毒草を食べて成長します。ジャコウアゲハは、その毒を体にため込ん
で成虫となります。そして、天敵がジャコウアゲハを食べると、天敵はその不

ま ず

味さを覚え、二度とジャコウアゲハを食べ
なくなります。つまり、ジャコウアゲハと似ていれば、ジャコウアゲハの不

ま ず

味さを知る天敵に襲われにくくなる、という
わけです。このように、無毒な生き物が他の有毒な生き物と姿が似ていることをベイツ型擬態といいます。
　さて、ジャコウアゲハにそっくりなアゲハモドキは、チョウとガのどちらなのでしょう。ここで気になるのが、ガとチョ
ウの違いは何か、ということです。これには諸説ありますが、いずれも例外がいて決定的ではありません。分類上、チョ
ウとガはチョウ目（もく）という同じグループに属しています。チョウ目の殆どはガなのですが、その中のごく一部のグ
ループがチョウと呼ばれています。なお、アゲハモドキは、アゲハモドキガ科に分類されているガの仲間です。
　アゲハモドキは、生態学と分類学の面白さを教えてくれる、とても貴重な先生です。皆さんも、他の何かとよく似た生
き物を見つけたら、なぜそんな姿をしているのか、それは何の仲間なのか、考えてみてはいかがでしょうか。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
アゲハモドキ

８月に見られる水鳥公園の生きものたち
カイツブリ、カルガモ、アオサギなどの水鳥、ヌートリア、メダカ、ミシシッピアカミミガメ、
マユタテアカネなどの昆虫類など。

マユタテアカネ

「よなごの宝88選」から
　淀江の泉～大山の恵み～（２）　 《宝No.10》　　淀江町西原、福井、小波、福岡

　湧水の水脈は多岐にわたっています。淀江の泉には、信仰の水、生活の水、憩いの水、観光
の水など、さまざまな側面をみることができます。
◇佐

さ な め

奈咩の泉（西原、淀江体育施設の横）　日吉神社に祀
まつ

られている佐奈咩神にちなむ泉で古代
からの聖地になっていました。開発や地下水の減少などで徐々にその湧水量が減っていますが、
雨の降り続いた後には昔の水量を彷

ほう ふ つ

彿とさせる水が流れ出ます。
◇田

だ い

井の沼
かま

（福井）　淀江町水源地の建物周辺の湿地帯をこう呼んでいます。田井は福井の古い
村名、カマとは深い沼の意と言われます。この沼は底なしといわれ、孝霊山中腹の沼に落ちた
牛がここに現れたとか、落とした焼

やき も ち

餅が壷
つ ぼ か め や ま

瓶山の北西端の「岩の鼻」に浮いた、などの伝承も
あります。昭和 30 年代に上水道施設ができてからは陸地化が進み植生も変わりましたが、かつ

ては湧水池が７～8か所もあり、泳いだり、川魚を捕ったりもできました。淀江平野の変遷を秘めた、大地の底
から湧いた泉です。
◇小波上の湧水（小波上）　山陰道淀江トンネル南側の側道脇にあります。道路工事のおりに発
見され整備されました。山陰道をはさんで東側は三輪神社の元の社地で、「宮井筒」という清泉
が知られていました。滑らかな水質が評判を呼び、人影の絶えることのない水場スポットです。

◇白
はく ほ う

鳳の里「ゆめ温泉」の水（福岡）　温泉施設白鳳の里には、温泉水と天然水（真名井泉）を
引いた水場があります。水場には足湯施設が併設され、水汲

く

みと足湯の両方が楽しめます。温
泉水は弱アルカリの無臭泉。美肌効果と飲料美味を謳

うた

っています。
【よなごの宝88選実行委員会】

お知らせ　第14回よなご88探宝会　８月27日（土）午後１時～４時、福市界隈（福市遺跡、埋蔵文化財センターなど）、
定員 30名、参加費 500円。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」
（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。
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